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1 例 (脳 幹梗塞合併例) , 悪化は 1 例 ( C 5 麻痔)

でみられた
.
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【目的】 頚部脊椎症や 後縦執帯骨化症 ( O P L L)

など, 変性によ る脊柱管狭窄症 に対する後方除庄

術は
, 椎弓切除で は なく椎弓形成術が多く行われ

て い る . 多くの 術式が考案されて い るが
, 大部分

は ス ペ - サ ー を使用 して椎弓 の 拡大形成 を行うも

の であ る. 我々は
, 稚弓を両開きと し, そのまま

傍脊柱筋に縫合固定する術式を行 っ てきた
. 稚弓

両側の溝は , 椎間関節の 内側部に設け, 脊椎管を

十分外側ま で除圧する こ と に重点を置 い て い る .

今回, 頚部脊柱管狭窄症 に対する本術式の有効性

に つ い て 自験例の 分析より検討を加えた .

【対象】1 996 年以降に手術を行 っ た 8 0 例を検討

対象と した
. 頚椎症 5 1 例,

O P L L 2 9 例, 年令は

3 7
-

9 0 才 (平均 65 .1 才) であ る.

【結果】 殆どの症例で 上肢 ･ 下肢症状ともに 良

好な改善が得られ た . 術後の 合併症 と して
, 硬膜

外血腫の ための 再手術1 例, 創感染が 1 例で ある .

また
,

5 例 (6 % ) に
一

過性の 上肢症状 ( C 5 麻痔

2 例, C 7 麻痔 1 例, 知覚障害 2 例) が みられた
.

術後の 追跡期間 は 6 カ月 -

7 年である. 頚椎配列

は , 大部分 の症例 で術後前琴の 軽度の 消失が み ら

れた が
, 脊髄圧迫 をきたすような脊柱変形の発生

は なか っ た.

【結論】 本術式で は
, 椎弓の完全な形成は行 っ て

い ない が , 問題 となる術後の 脊柱変形はみられて

い な い . 硬膜嚢の 十分な除庄が得られ る こ と
, 比

較的簡便な術式で ある こ と か ら
, 有用 な手術法と

い える.
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【家族歴】 特記すべ きもの な し.

【現病歴】 妊娠検診に て特 に問題 なく経過 して

い た が
, 平成1 4 年 8 月 6 日 (31 週) の 検診にて胎

児後 頭部の 膨隆認 められ, 精査 目的に 8 月 7 日当

院入院とな っ た . 胎児 M RI にて 脳の 脱出を伴わ

ない 髄膜癌を認め た . 9 月1 7 日 (3 7 週) 帝王切 開

に て出生 (327 2 g) . A p g a r s c o r e 9/ 9 . 巨大黒色母

斑を伴 っ た後頭部髄膜癌, 皮膚に多発性黒色母斑

を認 めた . 頭部 C T および M RI で は後頭葉脳癌,

髄膜癌, 小脳半球形成不全
, 小脳虫部欠損, 第四

脳室拡大, 後頭骨欠損を認めた . 9 月 25 日皮 膚腫

癌切除, 嚢胞壁開放術施行. しか し
, 皮膚黒色母

斑の完全切除は困難であり, 部分切除に とどま っ

た . 病理所見上,
メ ラ ニ ン細胞 を中心と した母斑

で あり悪性所見 は認めなか っ た . 1 0 月 16 日再び

皮膚腫癌切除術施行 し母斑の 完全切除後に成功し

た . その後, 徐々 に後頭部の腫癌は拡大し後頭部

に裾癒出現 し
,

1 2 月 18 日右 V P シ ャ ン ト術施行

した .

一 旦, 後頭部髄膜癌は緊張低下するも再び

緊張強く なり, 平成 1 5 年 1 月 8 日後頭蓋窟嚢胞

腹腔短絡術施行 し後頭部嚢胞は縮小した
. 後頭部

の裾癒も後頭部嚢胞の緊張の低下とともに軽快 し

た . 平成 15 年 4 月中旬より再び後頭部嚢胞 の増

大と裾癒が発生 した . 6 月 9 日内視鏡的後頭蓋背

嚢胞 開放術, 後頭蓋 窟嚢胞腹腔短絡術施行 した .

術後, 急速に後頭部嚢胞 は縮小 し裾癒も改善 した
.

神経皮膚黒色症とダ ンデ ィ
ー ･ ウ オ

ー カ ー 奇形の

合併は稀で ある . 若干の文献的考察を加えて報告

する .


